
【
全
自
交
東
京
地
連
合
同
宣
伝
行
動
】

２
０
１
５
年
２
月
２
４
日(

火)

１
３
時
か

ら
、
全
自
交
東
京
地
連
で
合
同
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

東
洋
交
通
労
組
か
ら
は
菊
池
執
行
委
員
長

を
は
じ
め
執
行
部
７
名
、
ラ
イ
オ
ン
交
通
労

組
か
ら
３
名
、
日
交
労
か
ら
１
０
名
、
合
計

２
０
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

同
日
の
午
後
よ
り
、
千
代
田
区
の
自
動
車

会
館
で
東
京
４
交
通
圏
合
同
の
準
特
定
地
域

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
Ｊ
Ｒ

市
ヶ
谷
駅
・
地
下
鉄
市
ヶ
谷
駅
周
辺
で
、
改

正
タ
ク
シ
ー
適
正
化
新
法
に
つ
い
て
『
法
律

の
目
的
を
実
現
し
、
安
心
・
快
適
な
輸
送
の

確
立
を
！
』
と
訴
え
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
入
り
の

ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
通
行
人
に
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
７
５
０
個
、
ビ
ラ
１
４
７
枚

を
配
布
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
３
月
５
日(

木)

１
０
時
か
ら
、

日
比
谷
公
会
堂
に
て
ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
自
交
労
連
・
交
通
労
連
ハ
イ
タ
ク
部

会
・
私
鉄
総
連
ハ
イ
タ
ク
協
議
会
が
集
結

し
、
『
タ
ク
シ
ー
労
働
現
場
の
労
働
条
件
改

善
を
目
指
す
た
め
に
決
起
集
会
で
決
意
を
固

め
、
共
に
闘
い
抜
こ
う
！
』
と
全
国
か
ら
７

０
０
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。
東
洋
交
通
か

ら
は
執
行
部
７
名
、
Ｂ
出
番
か
ら
４
４
名
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
の
全
自
交
労
連
、
伊
藤
委
員

長
の
挨
拶
で
は
、
「
期
待
を
か
け
て
い
た
改

正
タ
ク
シ
ー
適
正
化
新
法
施
行
か
ら
１
年

１
ヶ
月
が
経
過
し
、
公
定
幅
運
賃
の
導
入
、

消
費
税
導
入
に
伴
う
運
賃
改
定
で
個
人
タ
ク

シ
ー
と
の
二
重
運
賃
が
回
避
、
更
に
下
限
割

れ
運
賃
に
つ
い
て
も
大
幅
に
縮
小
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
下
限
割

れ
運
賃
事
業
者
は
営
業
を
続
け
、
遠
距
離
割

引
廃
止
の
動
き
も
広
が
っ
た
も
の
の
、
結
局

は
元
の
黙
阿
弥
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
全
自
交
東
京
地
連
合
同
宣
伝
行
動
】

３
月
５
日
８
時
半
か
ら
約
１
時
間
、
ハ
イ

タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
決
起
集
会
会
場
近
く
の

内
幸
町
交
差
点
に
お
い
て
、
合
同
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

東
洋
交
通
労
組
か
ら
５
名
、
ラ
イ
オ
ン
交

通
労
組
か
ら
３
名
、
日
交
労
か
ら
１
２
名
、

合
計
２
０
名
で
通
行
人
や
地
下
鉄
利
用
者
に

「
タ
ク
シ
ー
が
安
心
・
安
全
の
公
共
交
通
機

関
と
し
て
運
行
さ
れ
る
為
に
は
、
適
正
な
運

賃
の
確
立
と
適
正
な
需
給
調
整
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
改
正
法
に
基
づ
く
特
定
地
域
に
指

定
さ
れ
る
こ
と
」
と
訴
え
た
ビ
ラ
９
４
枚
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
３
０
０
個
を
配
布

し
ま
し
た
。

労
働
環
境
の
改
善
実
現
へ
！
！

ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
決
起
集
会

さ
ら
に
京
都
で
は
深
夜
割
増
の
廃
止
、
大
阪
の

タ
ク
シ
ー
特
区
提
案
が
適
正
化
に
暗
い
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

指
定
地
域
の
先
送
り
、
更
に
指
定
地
域
の
指

定
基
準
が
通
達
さ
れ
ま
し
た
が
、
台
数
ベ
ー
ス

で
半
数
を
優
に
上
回
る
地
域
が
指
定
さ
れ
ず
、

こ
の
基
準
は
極
め
て
意
図
的
に
作
ら
れ
た
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。
特
に
人
口
３
０
万
人
以
上

の
条
件
で
多
く
の
地
域
が
ふ
る
い
落
と
さ
れ
、

ま
さ
に
改
正
法
の
骨
抜
き
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
改
正
法
の
趣
旨
は
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
が
目
的
だ
っ
た
は
ず

で
す
。
指
定
条
件
に
乗
務
員
賃
金
、
労
働
条
件

が
指
標
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
改
正
法
の
趣

旨
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
集
会

は
、
こ
う
し
た
情
勢
を
少
し
で
も
前
に
進
め
、

突
破
す
る
た
め
の
集
会
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
連
合
の
神
津
里
季
生
事
務
局

長
、
交
通
労
協
の
住
野
敏
彦
議
長
、
全
国
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
タ
ク
シ
ー
事
業
適
性

化
・
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
の
坂
本
克
也
本

部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

民
主
党
タ
ク
シ
ー
政
策
議
員
連
盟
の
前
田
武

志
会
長
、
社
民
党
の
吉
田
忠
智
党
首
か
ら
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

辻
元
清
美
・
衆
議
院
議
員(

民
主
党
タ
ク
議
連

幹
事
長)

か
ら
は
、
タ
ク
シ
ー
を
め
ぐ
る
国
会

情
勢
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

民
主
党
タ
ク
シ
ー
政
策
議
連
か
ら
参
議
院
議

員
の
櫻
井
充
氏
が
規
制
改
革
会
議
と
タ
ク
シ
ー

問
題
に
つ
い
て
「
国
会
議
員
と
い
う
の
は
国
民

の
代
表
で
あ
り
、
そ
の
代
表
者
が
決
め
た
事
に

対
し
て
有
識
者
が
勝
手
に
集
ま
り
国
会
議
員
が

決
め
た
事
を
覆
す
の
は
お
か
し
い
こ
と
で
す
。

以
前
の
規
制
改
革
会
議
に
参
加
し
て
い
た
メ
ン

バ
ー
は
タ
ク
シ
ー
の
メ
ー
タ
ー
を
作
っ
て
い
る

会
社
の
人
、
タ
ク
シ
ー
の
リ
ー
ス
を
し
て
い
る

会
社
の
人
で
し
た
。
タ
ク
シ
ー
の
台
数
が
増
え

れ
ば
増
え
る
だ
け
儲
か
る
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
中

に
入
り
、
労
働
者
の
代
表
は
規
制
改
革
会
議
に

参
加
す
る
事
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
一
部
の
人

達
が
利
益
を
得
る
た
め
に
制
度
を
歪
め
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
間
違
っ
た
政
治
を
正
し
て
い

く
の
が
我
々
野
党
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

集
会
後
、
三
班
に
分
か
れ
、
国
会
議
事
堂
衆

院
面
会
所
、
参
院
面
会
所
ま
で
デ
モ
行
進
し
、

待
ち
受
け
た
民
主
・
社
民
両
党
の
衆
参
議
員
に

請
願
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

東
洋
交
通
か
ら
は
１
１
１
５
名
分
の
署
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。


